
 

財団法人 高年齢者雇用開発協会委託 

産業別高齢者雇用推進事業 

はじめに 

建設現場には、作業工程により、さまざまな専門

工事業者が入れ替わり、多くの技能労働者が作業

に従事しています。技能と経験のある高齢技能労

働者が、建設現場で手腕を生かして働くことができ

る環境づくりを進めるためには、安全対策や健康

管理、作業改善などさまざまな取組みが必要となり

ますが、全ての事業者の理解と協力がなければそ

の実現は難しいといえます。 

 そこで、建設現場の管理で重要な役割を担って

いる現場管理者や一次下請けの専門工事業者は

もとより、作業現場に携わっている数多くの二次三

次下請けの専門工事業者にも理解が得られるよう、

必要性の高い施策を優先して取捨選択し、必要な

方向（キーワード）をとりまとめています。紙面構成

についても、説明文や文字をなるべく簡略化し、イ

ラストなど視覚に訴える要素を多くしました。 

なお、建設現場では、現場経験が長く、技能や

経験が豊富なベテラン技能労働者を、一般の技能

労働者と区分して『職人さん』と呼んでいます。長く

建設現場の最前線で活躍し続けていることに対す

る畏敬の念も込めて、本文ではあえて『職人さん』

と表記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 建設業 

建設現場で活躍する『職人さん』 

と長くつき合うために 
         社団法人全国建設業協会 

建設業高齢者雇用推進委員会 

 

 

>>建設業における高齢者の雇用を推進するためのパンフレット 
 

 

  

本パンフレットでは、建設現場に関わる現場管理者、専門工事業者、現場

の職長が、それぞれの立場において、技能や経験のある『職人さん』に対

して指導するにあたり、現場で実際に活用されている取組みを取り上げて

います。紙面構成として、説明文や文字をなるべく簡略化し、イラストなど

視覚に訴える要素を多くしました。是非、総合工事業者（元請）と専門工事

業者（下請）が協力して、働きやすく安全な建設現場をつくるためのヒント

としてご活用ください。 

平成 12 年度 

現場の管理者と専門工事業者が協力して、 

『職人さん』が年を取っても働きやすい建設現場

づくりを進めましょう 



 建設業高齢者雇用推進ガイドライン 

 

高齢技術労働者の活用を図るポイント 

 

 

 

 

 『職人さん』が 60 歳を過ぎても、豊かな経験

や確かな腕前を生かして現場でいきいき働く

ためには、個々人の職業能力（作業を行う能

力や指導力など仕事の上で発揮される能力）

を確認し、日々の「健康管理」と「安全管理」、

「チームワークづくり」、「経験や腕前の活用」、

「作業環境の改善」に取り組むことがポイント

となります。 

 

健康管理のポイント 

 

 

 

 

 『職人さん』が元気に働くことは、とても大切な

ことです。年を取ると、ますます健康に注意し

なければなりません。専門工事業者（下請）は、

健康診断の結果などにより、『職人さん』に、

ふだんから健康に注意することの大切さを自

覚させましょう。 

 現場の管理者や職長は、『職人さん』が、健康

をチェックするための設備をととのえ、その利

用をすすめたり、朝礼の時などに、かんたん

な体操を行い、運動能力や反射神経を仲間

同士で確認するようにしましょう。 

 

安全管理のポイント 

 

 

 現場の管理者と職長が協力し、危険予知  

（ＫＹ）活動などの安全活動をおこない、『職人

さん』一人一人に仕事の内容と危険性を理解

させ、現場の事故を防ぎましょう。 

 高齢者は、「けが」によるダメージが大きいの

で、十分な注意をはらうようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場のチームワークづくりのポイント 

 

 

 

 

 現場の管理者や職長は、建設現場で働く仲

間の交流につとめ、お互いに思いやりの気持

ちをそだて、より良いチームワークをつくりまし

ょう。チームワークの取れた建設現場は、作

業が順調に進み、安全への近道です。事故は、

仲間の目の届かない時におこります。とくに高

齢の『職人さん』には気をくばりましょう。 

 

経験や知識の有効活用のポイント 

 

 

 

 

 長年仕事を続けてきた高齢者は、豊かな知識

と経験や確かな腕前を身につけています。高

齢の『職人さん』が持つ経験や腕前を生かし、

次代をになう『職人さん』を育てましょう。やり

がいのある指導的な仕事に取り組むことで、

プライドも意識も意欲も高まります。 

 

作業方法・作業環境の改善のポイント 

 

 

 

 

 現場の管理者や職長は、高齢の『職人さん』

のため、現場の作業環境の改善に積極的に

取り組むことが必要です。高齢者が働きやす

い環境になれば、だれにとっても働きやすい

職場になります。これは、作業の能率アップ、

若年や女性の活用に大いに役立ちます。 

 事故はＵＦＯ 

建設現場では「油断」「不注意」「横着」が事

故につながる可能性が高いといわれています。 

 「Ｕ うっかり（油断）」 

 「Ｆ 不注意」 

 「Ｏ 横着」 

 ＵＦＯといっています。 

安全活動が働きやすい現場をつくります 

作業環境をととのえ、 

高齢の『職人さん』の能力を十分発揮させましょう 

 

豊かな知識と経験や確かな腕前を生かして、 

若い『職人さん』を育てましょう 

 

仲間同士で、互いに思いやりの気持ちを持ち、 

より良いチームワークをつくりましょう 

 

日々の健康チェックは『職人さん』のため!! 

特に高齢者にとって大切です 

 

経験豊富な『職人さん』が 

60歳を過ぎても腕を振るうことが出来るよう 

こころくばりをしましょう 

 


